
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

子どもが周囲の大人からジェンダーバイアスを植えつけられることなく、自分らしく生き
ていけるジェンダー平等な社会を目指す。

事業
目的

内容

方法
手段

1⃣男女共同参画、ジェン
ダーについての基礎知識

アンコンシャスバイアス
について
↑
自分の中にもある？
いつから、どうして？

・ベビーX実験
・おもちゃ、色や形、職
業でイメージする性別
・性的マイノリティの子
への配慮
・「やっぱり女の子はお
掃除が得意だね」「男の
子なんだから外で元気に
遊んでおいで」

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

・市内のジェンダーレス制服現状
・子どものジェンダー意識調査
データ(将来の夢、ランドセルの色)
・性的マイノリティへの理解、人
数割合等のデータ

グループワーク
シーン別声かけ
・重たい荷物を運んでほしい
・低学年の子のお世話
・整理整頓を頼む
・クラスをまとめてもらう
・すぐ泣いてしまう子への声かけ

これまでの自分や自分の働く現場
の仲間はどんな声かけをしてい
た？
今後言い換えるならどんな言葉？

対面式講義

男女共同参画推進
の理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】学校の怪談…！？～受け継がれしジェンダーバイアスの呪い～

振り返り

周囲の大人の言動により、幼少期から無意識に身につくジェンダーバイアス。子どもが固定的な性別役割分担意識にとらわれることなく、自分らしく生きていけるように大人の意
識改革が必要。

問題
現状

尼崎市教育委員会、児童課等、市内小学校41校へ広報
参加者を募集する

評価
指標

定員充足率70％、アンケート満足度90％以上、アクションプラン達成率70％

アンケート集計
職員で共有、今後の講座に活かす
ため回答結果を分析

・アンコンシャスバイアスをテー
マにポスター作成
参加者の割合や感想を入れ込み市
内の学校へ配布→なるべく多くの
人が見れる場所に掲示依頼
センターのギャラリーにも展示
し、市民への啓発にも役立てる

・アンケートに書かれた感想や当
日の様子をHPやSNSにアップする

・今後の講座の計画
参加者の意見を参考に次の対象者
や開催時期を考える

2⃣振り返りの会
再度集まり、1回目受講後の様
子、アクションプランの結果
報告

・取り組んだこと、感想
・学校生活の中で見えてきた
ジェンダー
★この講座を受けてほしい人
保護者、就学前の子どもを預
かる保育士や幼稚園教員、新
人・ベテラン教員、子育て支
援センタースタッフ、教員を
目指す人 等

意見交換会
グループで発表→全体に共有
アンケート

アクションプラン作成
・講義を聞いて、自分たちの現
場ですぐに起こせるアクション
は？
例）子どもや保護者への声掛け
を意識する、仲間に共有し現場
全体のジェンダー意識を高める

・子どもにとって一番身近な大
人である保護者に広めてもらう
には
例）学校園内に貼り紙、ジェン
ダーをお便りの題材にする、
PTAの研修に取り入れる

話し合いで出たことをグループ
で発表→全体共有

グループワーク対面式講義、グループワーク グループワーク グループワーク、郵送、インターネット

対象
定員

市内の学校や学童で働く教員 40人

2回（講義、グループワーク）
時期：7月、8月初旬の平日午後（夏休み期間、お盆前）

期間
回数

予算
50,000円（講師謝金、広報）

事業
目標

①対象の大人が男女共同参画やジェンダーについての基本的知識を得る。②自分の中の偏
見に気づき無意識の継承を防ぐ。③子どもたちが自分の好きを表現できる環境をつくる。

実施
体制

運営 センター職員、講師（ジェンダーの知識がある教員）

【位置づけ】第4次尼崎市男女共同参画計画
1-1 市職員・教職員への男女共同参画に関する研修
1-2 学校園等における男女共同参画に関する研修

課題
子どもと関わる大人（保護者、保育・教育の場で働く人）が自らのアンコンシャスバイアスに気づくこと。ジェンダーバイアスを植えつけないために、性別で差をつけず、対個人
として対応すること。家庭や職場内でもジェンダーの視点をもち、共有と改善を図る。※今回は小学校・学童教員に限定するが、今後は対象を変えて広く啓発予定

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」


